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令和２年（ワ）第６２２５号、第３１９６２号、令和３年（ワ）第３００４２号 

令和４年（ワ）第３２４９３号 、令和７年（ワ）第２５０２４号六ケ所再処理工場

運転差止請求事件 

原告 中嶌哲演 外２７１名 

被告 日本原燃株式会社 

 

準備書面３１ 

 

２０２６年４月２８日 

東京地方裁判所民事第３７部合議Ⅽ係 御中 

 

原告ら訴訟代理人弁護士  河  合   弘  之 

ほか 

 

原告らは、本書面において、２０２６年２月１９日付準備書面２９（以下「準備

書面２９」という）の法的整理及び本案訴訟における位置づけについて補充する。 

 

準備書面２９は、国立の研究開発機関である産業技術総合研究所がその存在を公

的に認めた「六ヶ所撓曲（六ヶ所断層）」が、原子力規制員会の審査において無視、

あるいは見落とされている事実を指摘することで、本件再処理工場の地震動評価に

関して、原子力規制委員会の審査過程に「看過しがたい過誤、欠落」が存すること

を新たな争点として主張するものである。 

本争点は、それ単体で設置許可基準等への不適合を導き、本件再処理工場の運転

差止請求を認容させるに足りる重大な過誤欠落の事例に関するものである。原告ら

は、六ケ所断層に関する主張において、断層としての詳細な評価や、複雑な科学的

論争に深入りすることは意図していない。 
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本争点の核心は、「産総研という公的権威が認めている断層の存在を、規制委が審

査過程で一顧だにしていない」という点に集約される。 

六ヶ所断層の存在が産総研によって公的に認められているにもかかわらず、六ヶ

所断層という活断層が見落とされて本件再処理工場の適合性審査がなされていると

いうことは、本件再処理工場の適合性審査に関する原子力規制委員会の調査審議及

び判断の過程に看過しがたい過誤，欠落があることを端的に示すものであり、本件

再処理工場は安全性に欠けるものであるから、人格権侵害の具体的な危険の存在が

認められるのである。 

以上 


